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取 扱 説 明 書

ご使用前にこの取扱説明書を
必ずお読みください。

この説明書は、最終的に本製品をお使いになる方の
お手元に確実に届けられるようお取り計らい願います。

溶接ヒュームコレクター

WF-120EX
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この度は、弊社の溶接ヒュームコレクター WF-120EX をお買い上げ 

いただきましてありがとうございます。 

 

本機をご使用いただく前に必ず本書を熟読し、十分ご理解された 

上で、ご使用下さい。 

 

   また、以下に関しましても取り計らい頂けますようお願いいたします。 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

(本書の内容は予告なく変更になる場合があります。 

      ご不明な点などありましたら、販売店までお申しつけ下さい。) 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ 本書を WF-120EX 本体付近で保管し、いつでも確認出来る 

ようにしてください。 

・ 本機を他の部署に譲渡される際は、本書を必ず添付し譲渡して 

ください。 
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1.注意事項 

  1.1 本機使用上の注意事項 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ 本機は、国内向け仕様です。海外使用上での問題に関しまして 

弊社は一切の責任を負うことが出来ません。 

・ 本機は溶接ヒューム専用の集塵機ですので、溶接作業に伴う溶接ヒュームの 

吸引以外の用途にはご使用にならないでください。 

・ 本機は、半自動 CO2、半自動 MAG、半自動 MIG 溶接専用の 

ヒューム集塵機です。 

他の溶接のヒューム集塵での使用はしないで下さい。 

・ 粉塵爆発の危険性が高い為、アルミニウム、チタン、マグネシウム等の

金属、粉塵に対して使用しないでください。 

・ 不具合対応、部品交換以外の目的で天板、電気制御蓋を開けないでください。 

・ カートリッジフィルター、メタルフィルター、ダストトレー清掃及び部品交換の 

際は、感電防止の為、必ず本体電源 OFF にして、電源コードを 

電源から抜いて作業してください。 

・ 感電防止のため、電源コードのアースは必ず適切な箇所に接地して 

ください。 

・ 電源コード、送給装置接続ケーブル等のコード類が破損すると危険ですので、 

随時点検、整備を行ってください。 

・ 本機は溶接機の自己保持機能に対応しておりません。自己保持機能を切って 

ご使用ください。 

・ 本機の上部冷却風取り込み口、左右の排気口を塞ぐことがないようにしてください。 

・ 稼働中は、本機全体が高温となり、最悪の場合火傷の恐れもあるため、 

本機を触らないようにしてください。 

・ 本機の上に載ったり、重い物を置いたり、無理な荷重はかけないでください。 

・ 本機を改造しないでください。 

・ 本書の取り扱いを厳守せずに使用された際の故障、怪我、火災などの災害に 

関しまして弊社は一切の責任を負うことが出来ません。 
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  1.2 アーク溶接、ヒュームコレクタートーチ、集塵機全般の注意事項 
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2.製品概要 

2.1 内容物の確認 

 

※万一、不備な点がありましたら、  

販売店にお申しつけ下さい。 

 

      

 

 

 

 

2.2 製品型番 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

内容物名 個数 

WF-120EX 本体 1 

2P 変換アダプタ 1 

取扱説明書 1 

延長ダクト ASSY 

(延長ダクト、カフス×2、 

ホースバンド×2) 

 

5m(標準) 

品番 仕様 

21500A 標準 

21501A アワーメータ 

21502A 連動機能 

21503A アワーメータ、連動機能 

標準仕様 アワーメータ仕様 アワーメータ、 

連動機能仕様 

連動機能仕様 
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400mm 

587mm 

 

2.3 本体寸法 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※仕様の違いによる寸法の差はありません。 

 

 

274mm 
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2.4 スペック表 

 

 

項目 標準仕様 アワーメータ仕様 

電源 単相 100〔V〕 単相 100〔V〕 

最大風量 2.8〔㎥/min〕 2.8〔㎥/min〕 

最大静圧 25.5〔kPa〕 25.5〔KPa〕 

定格電流 10〔A〕 10〔A〕 

最大電力 1000〔W〕 1000〔W〕 

1 次ﾌｨﾙﾀｰ ﾒﾀﾙﾌｨﾙﾀｰ 10 枚 ﾒﾀﾙﾌｨﾙﾀｰ 10 枚 

2 次ﾌｨﾙﾀｰ ｶｰﾄﾘｯｼﾞﾌｨﾙﾀｰ 1 本 ｶｰﾄﾘｯｼﾞﾌｨﾙﾀｰ 1 本 

集塵容量 1.2〔ℓ〕 1.2〔ℓ〕 

稼働音 82〔dB〕 82〔dB〕 

火災時運転停止機能 ◎ ◎ 

アワーメータ × ◎ 

トーチ連動機能 × × 

本体寸法(奥行×幅×高さ) 400×274×587 400×274×587 

重量 20〔kg〕 20〔kg〕 

電源ケーブル長 4〔m〕 4〔m〕 

項目 連動機能仕様 アワーメータ、連動機能仕様 

電源 単相 100〔V〕 単相 100〔V〕 

最大風量 2.8〔㎥/min〕 2.8〔㎥/min〕 

最大静圧 25.5〔KPa〕 25.5〔KPa〕 

定格電流 10〔A〕 10〔A〕 

最大電力 1000〔W〕 1000〔W〕 

1 次ﾌｨﾙﾀｰ ﾒﾀﾙﾌｨﾙﾀｰ 10 枚 ﾒﾀﾙﾌｨﾙﾀｰ 10 枚 

2 次ﾌｨﾙﾀｰ ｶｰﾄﾘｯｼﾞﾌｨﾙﾀｰ 1 本 ｶｰﾄﾘｯｼﾞﾌｨﾙﾀｰ 1 本 

集塵容量 1.2〔ℓ〕 1.2〔ℓ〕 

稼働音 82〔dB〕 82〔dB〕 

火災時運転停止機能 ◎ ◎ 

アワーメータ × ◎ 

トーチ連動機能 ◎ ◎ 

本体寸法(奥行×幅×高さ) 400×274×587 400×274×587 

重量 20〔kg〕 20〔kg〕 

電源ケーブル 4〔m〕 4〔m〕 
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⑨ 

2.5 各部名称 

標準仕様 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 

② 

④ 

⑦ 

③ 

⑤ 

⑩ 

⑪ 

⑫ 

⑥ 

⑧ 
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アワーメータ付き     連動機能付き 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

アワーメータ、連動機能付き 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

番号 名称 

1 電源起動スイッチ 

2 モーターハウジング 

3 カートリッジフィルターハウジング 

4 ダクト接続ボックス 

5 ダストトレー 

6 天板 

7 ヒューズ 

8 電気制御ボックス 

9 電気制御蓋 

10 ブラシモーター 

11 カートリッジフィルターユニット 

12 メタルフィルター部 

13 アワーメータ 

14 外部入力接続部 

⑬ ⑭ 

⑭ 

⑬ 
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2.6 風路 

   本集塵機は、ダクト接続部よりヒュームを吸引し、メタルフィルター、 

/カートリッジフィルターを経由して、左右の吸引風排出口から排出します。 

また、モーター冷却風を上部の冷却風吸引口から取り入れ、左右の 

冷却風排出口から排出します。 

そのため、次項の設置場所に注意して設置を行うようにして下さい。 

また、故障の原因となりますので冷却風吸引口、冷却風排出口、 

吸引風排出口を塞がないように注意して下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

冷却風吸引口 

冷却風排出口 

吸引風排出口 

 

ダクト接続部 
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3.設置 

3.1 設置場所 

  以下の項目に注意して、本機を設置して下さい。 

・ 屋内に設置して下さい。 

・ 水平な場所に設置して下さい。 

・ 設置場所は、高温、高湿、直射日光、磁気などは避けて、 

A                                                                                               腐食性ガス及び液体、引火性ガス等、引火物のない所で 

/ご使用・下さい。 

・ 設置場所が決まった後に、キャスターのストッパーを降ろして、 

.本機位置を固定して下さい。 

・ 下図の様に、左、右、上部は最低でも壁や他の機器より 100〔mm〕 

以上、離して設置するようにして下さい。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

100mm 

100mm 

壁または他の機器 

 

100mm 
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   3.2 接続方法 

   ①電源接続 

・ 単相 100〔V〕に接続して下さい。 

・ 感電防止のため、必ず電源ケーブルのアース(GND)を適切な場所に 

接地して下さい。 

接地例： 

 

      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   ②延長ダクト ASSY 接続 

     延長ダクト ASSY(延長ダクト、カフス、ホースバンド)を以下の様に接続して 

ください。 

 

    

 

 

 

 

 

接地極付き 

コンセントへ 

接地する。 

付属の 2P 変換 

アダプタを用いて、 

接地端子付き 

コンセントへ接地する。 

 

延長ダクト 

カフス 

ホースバンド 

吸引トーチ、 

吸引フード 

などに接続する。 



14 

 

   ③トーチ接続 

    半自動吸引トーチ 

     連動機能付き仕様または、アワーメータ連動機能付き仕様に関して、 

以下のように送給装置接続ケーブルを接続することで、 

半自動吸引トーチのスイッチの入り切りに連動して集塵機電源の 

入り切りが可能です。 

(溶接機の自己保持機能には対応しておりません。自己保持機能を切って 

ご使用ください。) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

外部入力接続部に接続する。 

送給装置接続ケー

ブル 

送給装置接続ケー

半自動吸引トーチ 

 送給装置接続ケーブル   
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4.運転 

4.1 電源投入前の点検 

電源投入前に、以下の点検を行ってください。 

・ カートリッジフィルターの蝶ナットが緩んでいないか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ ダクト接続ボックスの手回しノブは緩んでいないか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ ダストトレーは正しく付けられているか。 

 

 

 

 

 

 

蝶ナットを緩みが無いように固定して下さい。 

(蝶ナットの先端からフィルター取り付け用の 

シャフトが 1mm 程出るように締めて下さい。) 

手回しノブを手で回した際に 

緩みが無いように固定して 

下さい。 

ダストトレーを矢印の方向に引いた際に 

ダストトレーが飛び出さないように、 

手回しノブを回して固定して下さい。 

1mm 

フィルター取り付け用 

シャフト 
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・ メタルフィルターの重ね方、枚数は正しいか。 

 (メタルフィルターのバリを触ることによる怪我の恐れがあるため、必ず手袋 

などをしてメタルフィルターを直接触ることが無いようにして下さい。) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ メタルフィルター部のネジ部が上側になるように組付けられているか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

メタルフィルターの網目が 

横→縦→横→縦・・・となるように 

して合計 10 枚のメタルフィルターを 

重ねて下さい。 

メタルフィルターを素手で直接 

触らないように注意して下さい。 

上 

下 

ネジ部 
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・ ダクトの接続は緩んでいないか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ 冷却風吸引口、冷却風排出口、吸引風排出口が塞がっていないか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ダクトを矢印の方向に引いた際に 

ダクトが抜けることがないように 

固定して下さい。 

丸で囲んだ箇所の通気口が 

塞がれないようにして下さい。 
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  4.2 操作手順 

    標準仕様、アワーメータ付き仕様 

    ① 電源起動スイッチを ON にする。(集塵が開始されます。) 

 

 

 

 

 

 

    ② アワーメータの数字がカウントされます。(モーター稼働時間) 

     ※標準仕様に同機能はありません。 

    

 

 

 

 

 

 

    ③ 電源起動スイッチを OFF にする。(集塵を停止します。) 

       アワーメータの数字のカウントも止まります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

アワーメータ 
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    連動機能付き仕様、アワーメータ、連動機能付き仕様 

    自動運転 

    ① 電源起動スイッチを自動にする。(集塵が開始されます。) 

 

 

 

 

 

 
 

/                                                      ② アワーメータの数字がカウントされます。(モーター稼働時間) 

     ※連動機能付き仕様に同機能はありません。 

    

 

 

 

 

 

 
 

③ 電源起動スイッチを停止にする。(集塵を停止します。) 

        アワーメータの数字のカウントも止まります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

アワーメータ 
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連動運転 

     ① 電源起動スイッチを連動にする。(溶接トーチのトーチスイッチ 

      入力待機状態) 

 

 

 

 

 

 

     ② 溶接トーチのトーチスイッチを入れる。(集塵が開始されます。) 
 

     

 

 

 

 

③ アワーメータの数字がカウントされます。(モーター稼働時間) 

      ※連動機能付き仕様に同機能はありません。 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

アワーメータ 
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④ 溶接トーチのトーチスイッチを切る。(集塵が停止します。) 

  アワーメータの数字のカウントも止まります。 
 

     

 

 

 

 

⑤ 電源起動スイッチを停止にする。 
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5.メンテナンス 

日々の本機運用により、以下の不具合が発生する場合があります。 

不具合の内容に合わせて以下のメンテナンスを行ってください。 

 

◇ダクト先端部の風量が 

低下している。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇電源 ON または、自動に 

入れた際に吸引を開始 

しない。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

カートリッジフィルター、メタルフィルターが 

目詰まりを起こしている可能性があります。

P23、P25 を参考に清掃を行ってください。 

清掃しても風量の回復がみられない 

場合は、カートリッジフィルターの交換時期

または、ブラシ、ブラシモーター交換の時期

になります。 

販売店を通して発生している問題を伝達

して頂き、販売店の指示に従って各部品

の交換を実施して下さい。 

ヒューズ、温度ヒューズが切れている、 

ブラシモーターの異常、フィルターの火災等

の可能性があります。 

販売店を通して発生している問題を伝達

して頂き、販売店の指示に従って各部品

の交換を実施して下さい。 
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5.1 カートリッジフィルター清掃 

カートリッジフィルターの目詰まりが増加するにつれ、火災の危険性も 

高まるため、定期的(一週間に一度程度)な清掃を行ってください。 

   清掃の際は、以下のようにエアガンを吹くことでカートリッジフィルターに 

付着したヒュームを一定量払い落とすことが出来ます。 

   ①モーターハウジングを外す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   ②カートリッジフィルターを装着している蓋を手で押さえる。 
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/                                            ③カートリッジフィルターを装着している蓋の穴にエアガンを差込み 

圧縮エアを噴射する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④③の工程を➊→❷→❸→❹の順番で行う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   ⑤3 分間程度④の工程を繰り返し行う。 

 

 

 

 

エアガン 

差込み位置 

差し込んだ位置から左、右、下方向に 

エアガンのエア吹き出し口が向くように傾け、 

カートリッジフィルター内側にエアを吹き付ける。 

 

➊ 

❷ 

❸ 

❹ 
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5.2 メタルフィルター清掃 

メタルフィルターの目詰まりが増加するにつれ、火災の危険性も 

高まるため、定期的(一週間に一度程度)な清掃を行ってください。 

①手廻しノブを外し、ダクト接続ボックスを筐体から外す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   ②メタルフィルター部をダクト接続ボックスから取り出す。 
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   ③メタルフィルター部の蓋を外し、メタルフィルターを取り出す。 

(メタルフィルターのバリを触ることによる怪我の恐れがあるため、必ず手袋など 

をしてメタルフィルターを直接触ることが無いようにして下さい。) 

 

 

 

 

 

 

 

   ④換気の良い場所でメタルフィルターを 1 枚ずつに分解し、1 枚 1 枚   

      をエアガンのエアで吹き付けヒュームを取り除く。 

(メタルフィルターのバリを触ることによる怪我の恐れがあるため、必ず手袋など 

をしてメタルフィルターを直接触ることが無いようにして下さい。) 

 

      

 

 

 

 

     

   ⑤換気の良い場所でメタルフィルター枠にエアガンのエアを吹き付け 

ヒュームを取り除く。 

 

      

 

 

 

 

メタルフィルターを素手で 

直接触らないように 

注意して下さい。 

メタルフィルターを素手で 

直接触らないように 

注意して下さい。 
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   ⑥メタルフィルターの向きに注意して、1 枚 1 枚重ねて、メタルフィルター枠の 

中に入れ、蓋をする。 

      (メタルフィルターのバリを触ることによる怪我の恐れがあるため、必ず手袋など 

をしてメタルフィルターを直接触ることが無いようにして下さい。) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   ⑦メタルフィルター部を向きに気を付けて(ネジ部が上側)ダクト接続ボックスの

中に入れ、手廻しノブでカートリッジフィルターハウジングに固定する。 

 (手回しノブは、緩みがないように回し止まるまで確実に回してください。) 

 

 

 

 

 

 

 

メタルフィルターの網目が 

横→縦→横→縦・・・となるように 

して合計 10 枚のメタルフィルターを重

ねて下さい。 

メタルフィルターを素手で 

直接触らないように 

注意して下さい。 

ネジ部 
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5.3 ダストトレー清掃 

   ダストトレー内のヒュームは堆積量が増えるにつれ、フィルター目詰まり、 

火災の危険性も高まるため、毎日清掃を行ってください。 

   ①手回しノブを手が回し止まる位置まで、反時計周りに回す。 

 

 

 

 
 

 

   ②ダストトレーを取り出し、ダストトレー内のヒュームを廃棄する。 

     (より綺麗に清掃する場合は、換気の良い場所でエアガンのエアを 

吹き付けてヒュームを取り除いてください。) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

   ③ダストトレーをカートリッジフィルターハウジングに入れ、手回しノブを 

手が回し止まる位置まで時計周りに回す。 

       

 

 

 

 

手回しノブ 
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5.4 カートリッジフィルター交換 

   ①モーターハウジングを外す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   ②カートリッジフィルターユニットを取り出す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

   ③カートリッジフィルター先端の蝶ナットを外してカートリッジフィルターを 

外す。 
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   ④新しいカートリッジフィルターを組付け、蝶ナットで固定する。 

 

 

 

 

 

 

 

   ⑤カートリッジフィルターユニットをカートリッジフィルターハウジングの上に 

載せる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   ⑥モーターハウジングを組付ける。 

 

 

 

 

 

 

 

 

P15 参考に蝶ナットに緩みが 

無いように固定して下さい。 
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5.5 ブラシ交換 

   ①モーターハウジングの天板を外す。 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

   ②モーターハウジング内のブラシモーターから出ている電線先端の 

ギボシ端子を外す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

ギボシ端子 
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③ブラシモーター上部の蓋を外す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

丸で囲った箇所を 

手前側に 5mm 

程度たわむように 

して引く。 

ブラシモーター 

上部の蓋 

先程の丸で囲った箇

所をたわませながら

上に引く。 

反対側も同様の手

順で上に引く。 

ブラシモーター上部の 

蓋を完全に外す。 
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④ブラシに付いている絶縁用キャップを外す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

   ⑤ビス、ブラケットをはずしてブラシを外す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

   ⑥新しいブラシを組付ける。 

 

 

 

 

 

 

 

絶縁キャップ 

ビス 

ブラケット 

ブラシ 

新しいブラシの突起を 

ブラシモーターの丸で囲んだ 

箇所のくぼみに引っ掛ける 

ようにしてブラシを入れる。 
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   ⑦絶縁キャップを組付ける。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

   ⑧反対側のブラシに於いても④～⑦の手順で交換する。 

 

 

 

 

 

     

ブラシはブラシモーターのくぼみの 

箇所に引っ掛けた状態のまま、ブラケット、 

ビスで固定する。 

(ブラシの破損の可能性があるのでブラシは

ブラシモーター側に押しつけないようにして 

固定する事。) 
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   ⑨ブラシモーター上部の蓋を組付ける。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑩モーターハウジング内のブラシモーターから出ている電線先端の 

ギボシ端子をはめる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

   ⑪モーターハウジングの天板を組付ける。 

(天板を 1.5〔N・ｍ〕のネジ締め付けトルクで固定して下さい。) 

 

 

 

 

 

ブラシモーターから出ている電線はブラシの位置の 

左隣の穴から出るようにし、反対側のブラシモーター

から出ている電線もブラシの位置の左隣の穴から 

出るようにしてブラシモーター上部の蓋を組付ける。 

天板の凸部が外側に出るように組付ける。 

②で外した相手側のギボシ端子と 

ブラシモーターのギボシ端子(同じ 

番号のマーカーチューブの付いた 

ギボシ端子同士)をはめる。 
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5.6 モーター交換 

   ①モーターハウジングの天板を外す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②モーターハウジング内のブラシモーターから出ている電線先端の 

ギボシ端子を外す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

   ③モーター押さえプレート、モーター固定用パッキンを外す。 

 

 

 

 

 

 

 

ギボシ端子 

モーター押さえプレート モーター固定用パッキン 
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   ④新しいモーターと入れ替え、モーター固定用パッキン、モーター押さえ 

プレートの順番で組付ける。 

(モーター押さえプレートの破損の恐れがありますので、必ず 2.0〔N・ｍ〕の 

ネジ締付けトルクで固定して下さい。)    

   

 

 

 

 

 

 

 

⑤モーターハウジング内のブラシモーターから出ている電線先端の 

ギボシ端子をはめる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   ⑥モーターハウジングの天板を組付ける。 

(天板を 1.5〔N・ｍ〕のネジ締め付けトルクで固定して下さい。) 

 

 

 

 

②で外した相手側のギボシ端子と 

ブラシモーターのギボシ端子(同じ 

番号のマーカーチューブの付いた 

ギボシ端子同士)をはめる。 

天板の凸部が外側に出るように組付ける。 
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5.7 温度ヒューズ交換      

①電気制御部蓋を外す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②温度ヒューズ ASSY に付いている電線のギボシ端子を外す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③温度ヒューズ ASSY を外す。 

 

 

 

 

 

 

電気制御部蓋 

ギボシ端子 
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④新しい温度ヒューズ ASSY を組付ける。 

 

 

 

 

 

 

 

⑤温度ヒューズ ASSY のギボシ端子をはめる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑥電気制御部蓋を組付ける。 

(電気制御部蓋を 1.5〔N・ｍ〕のネジ締め付けトルクで固定して下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

③で外した相手側のギボシ端子と 

温度ヒューズ ASSY のギボシ端子 

(同じ番号のマーカーチューブの付いた

ギボシ端子同士)をはめる。 
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5.8 ヒューズ交換      

①ヒューズホルダーの蓋をヒューズホルダーから外す。 

 

 

 

 

 

 

 

②ヒューズをヒューズホルダーの蓋からはずし、新しいヒューズを組付ける。 

 

 

 

 

 

③ヒューズホルダーにヒューズホルダーの蓋を組付ける。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ヒューズホルダーの蓋 
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6.電気回路    

標準仕様 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

アワーメータ付き 
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連動機能付き 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

アワーメータ、連動機能付き 
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7.オプション品 

下記オプション品ご購入を検討の際は、販売店までお申しつけ下さい。 

・21567A(WF-120EX 風量調整バルブ接続 ASSY) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・延長ダクトφ38(※標準の延長ダクト(5m)品番 045055)  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

WF-120EX 風量調整バルブ 

接続 ASSY を別途購入し、 

設置することで、吸引風量の 

調整が可能になります。 

 

標準の延長ダクト(5m)と長さの違う延長ダクトをご購入頂くことが可能です。 

1～20m の長さでご選択頂けます。 

(※連動、アワーメータ連動仕様をご購入される際は、延長ダクトと同じ長さの 

送給装置接続ケーブル(P14 参照)をご購入して頂く必要があります。) 
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8.交換部品一覧 

・000804((小型)カートリッジフィルター(N202)) 

 

 

 

・21575A(WF-120EX メタルフィルターASSY) 

 

 

・21571A(WF-120EX ブラシモーターASSY) 

 

 

 

 

 

・22049A(WF-120EX モーターブラシ) 

 

・21576A(WF-120EX 温度ヒューズ ASSY) 

 

 

 

・21645A(管型ヒューズ) 
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